
 　私たちの共済商品への加入は、「晴れの日に傘を買う様なもの」と例えられます。

 晴れているときには、傘の必要性を感じないのと同様に、

 健康な時には、病気になった時の事は考えない。

 「晴れ」は「健康」に、「傘」は「医療保障」に置き変えられるのです。

　 よく保障は万一の為に、と言われていますが、本当にそうでしょうか？ 死亡は一生に一度なので

 そうかもしれません。しかし病気やケガによる入院や手術は決して万一の事ではないと思うのです。

　 長崎医療共済は、長崎県在住の方と、そのご家族しかお客様になっていただく事が出来ません。

 そのうえ健康な方しか加入が出来ないにも関わらず、２０２５年の共済金の支払いは８百件を超え、

 ８千万円を大きく超える額をお支払いさせていただきました。

 入院や手術の危険性は、誰にとっても身近な事なのだと感じています。

　 「健康は失って初めてその大切さに気付く」とも言われます。

　 新しい年を迎えた機会に、自分自身やご家族の「健康」や「医療保障」の事を

　一度考えてみませんか？

干支は「十二支（じゅうにし）」の他に「十干（じっかん）」とを組み合わせて

　表現され、十二支は、ね、うし、とら・・・等、ポピュラーな感じですが、

　十干は、甲（きのえ）、乙（きのと）、丙（ひのえ）、丁（ひのと）、戊（つちのえ）、

　己（つちのと）、庚（かのえ）、辛（かのと）、壬（みずのえ）、癸（みずのと）。

十二支と十干がひとつずつ進むため、６０年に一度の組み合わせとなります。
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新年、あけましておめでとうございます。

今年は「午(うま)」年で、十干十二支では「丙午(ひのえうま)」の年。

太陽のような明るさと行動力を象徴する年ともされています。

2026年、皆様にとって健康で良い年となりますように。

≪ ～ 私たちの想い ～ ≫

干支は、十干と十二支の組み合わせ


